
「
幼
き
イ
エ
ズ
ス
修
道
会
」
は
、
一
八
五
九
（
安
政
・
六
）
年
フ
ラ

ン
ス
の
シ
ョ
フ
ァ
イ
ュ
に
於
て
、
メ
ー
ル
・
ア
ン
テ
ィ
エ
（
冨
町
の

シ
目
。
勗
臼
ｌ
忠
）
と
い
う
教
育
修
道
女
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
。
教

育
と
福
祉
事
業
へ
の
従
事
を
中
心
と
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
修
道
女
会
の

一
つ
で
あ
一
る
。

日
本
に
は
一
八
七
七
（
明
．
一
○
）
年
プ
チ
ジ
ャ
ン
司
教
（
届
呂
ｌ

震
）
の
招
き
に
よ
っ
て
、
四
人
の
フ
ラ
ン
ス
人
シ
ス
タ
ー
が
、
シ
ョ

「
幼
き
イ
エ
ズ
ス
修
道
会
」

京
都
支
部
に
お
け
る
看
護
婦

養
成
事
業
に
つ
い
て

（
明
治
二
五
’
三
七
年
）

山広名尚坂

根瀬原橋本
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子子子子子

フ
ァ
イ
ュ
の
母
修
院
か
ら
派
遣
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
仕
事
が
始
ま

っ
た
。明

治
一
○
年
神
戸
、
一
二
年
大
阪
、
一
三
年
長
崎
、
一
九
年
に
は

岡
山
と
京
都
に
拠
点
を
つ
く
り
、
前
年
の
一
八
年
に
は
長
崎
に
本
部

（
日
本
管
区
）
が
創
立
さ
れ
た
（
現
在
本
部
は
宝
塚
市
仁
川
で
全
国
に
二
四

支
部
、
三
○
○
余
名
の
会
員
あ
り
）
。

こ
の
京
都
支
部
の
修
道
女
会
が
、
明
治
二
五
年
か
ら
日
露
戦
争
ま

で
の
間
に
そ
の
孤
児
収
容
施
設
（
セ
ン
タ
ン
フ
ァ
ン
ス
Ⅱ
普
目
§
ず
ご
厨
）

か
ら
成
長
し
た
優
秀
な
子
女
を
五
○
人
余
り
、
組
織
的
に
京
都
の
一

流
公
私
立
病
院
に
送
り
こ
ん
で
看
護
婦
の
訓
練
を
し
て
い
た
こ
と

が
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
人
シ
ス
タ
ー
の
本
国
向
け
報
告
書
に
よ
っ
て

確
認
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
概
略
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

「
幼
き
イ
エ
ズ
ス
修
道
会
」
京
都
支
部
は
、
一
八
八
六
（
明
．
一
○
）

年
一
○
月
、
シ
ス
タ
ー
・
セ
ン
・
メ
リ
ー
院
長
と
二
人
の
ナ
ー
ス
・

シ
ス
タ
ー
（
ド
ラ
ク
Ｐ
ワ
、
ス
タ
｝
ヌ
ラ
ス
）
と
井
上
菊
枝
（
聖
名
ア
ガ

タ
）
と
い
う
日
本
娘
四
人
の
着
任
に
よ
っ
て
、
中
京
区
六
角
通
烏
丸

西
入
ル
の
小
さ
な
一
軒
の
民
家
を
借
入
れ
て
発
足
し
た
（
現
在
中
京

区
河
原
町
三
条
上
ル
）
。
他
の
先
進
地
と
同
様
、
セ
ン
タ
ン
フ
ァ
ン
ス

の
仕
事
か
ら
始
め
、
傍
ら
京
都
の
上
流
婦
人
を
対
象
に
、
フ
ラ
ン
ス
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語
や
手
芸
の
塾
を
開
い
て
地
域
に
と
け
こ
も
う
と
努
力
し
た
。

初
代
日
本
管
区
長
・
シ
ス
タ
ー
・
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ン
（
届
君
ｌ
岳
冒
）

は
、
一
八
八
八
（
明
・
一
二
）
年
フ
ラ
ン
ス
母
修
院
に
帰
り
、
翌
年
三

名
の
シ
ス
タ
ー
（
第
六
次
来
日
組
）
を
同
伴
し
て
帰
日
し
た
。
こ
の
中

の
一
人
、
ザ
ベ
リ
ン
（
×
画
く
。
旨
の
届
認
１
ｓ
震
）
は
当
時
ま
だ
二
一

歳
の
若
さ
で
あ
っ
た
が
、
京
都
セ
ン
タ
ン
フ
ァ
ン
ス
の
専
属
と
な

り
、
子
ど
も
た
ち
の
世
話
を
非
常
に
よ
く
み
た
。
そ
し
て
子
ど
も
た

ち
の
集
団
生
活
の
中
に
あ
っ
て
、
弟
妹
た
ち
の
世
話
を
す
る
こ
と
を

し
つ
け
ら
れ
な
が
ら
成
長
し
た
年
長
組
の
娘
た
ち
を
見
て
い
て
、
こ

の
娘
た
ち
に
看
護
婦
の
技
術
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
と
希
う
よ
う
に

な
っ
た
。

た
ま
た
ま
こ
の
頃
（
明
治
二
五
年
前
後
）
か
っ
て
の
京
都
府
顧
問
・

山
本
覚
馬
の
晩
年
の
娘
・
山
本
久
栄
が
、
フ
ラ
ン
ス
手
芸
塾
に
顔
を

見
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
ザ
ベ
リ
ン
の
発
案
に
父
と
共
に
協
力

し
、
京
都
の
一
流
医
者
と
の
間
に
仲
介
の
労
を
と
っ
た
。

最
初
ビ
リ
オ
ン
神
父
（
届
急
ｌ
ご
篭
）
と
交
流
の
あ
っ
た
、
上
京
に

開
業
中
の
山
田
文
友
医
師
の
も
と
に
四
人
の
娘
を
試
験
的
に
送
り
こ

ん
だ
と
こ
ろ
、
予
期
以
上
の
好
成
績
を
お
さ
め
、
こ
れ
を
知
っ
た
東

山
医
院
の
半
井
澄
院
長
か
ら
も
六
人
の
申
込
象
を
う
け
、
さ
ら
に
京

都
府
立
病
院
・
猪
子
止
戈
之
助
医
師
か
ら
も
一
○
人
を
希
望
さ
れ

た
。
そ
こ
で
京
都
の
セ
ン
タ
ン
フ
ァ
ン
ス
だ
け
で
は
受
け
き
れ
な
い

の
で
、
神
戸
、
大
阪
、
岡
山
、
長
崎
の
セ
ン
タ
ン
フ
ァ
ン
ス
か
ら
も

素
質
の
よ
い
娘
を
選
び
、
前
記
三
つ
の
公
私
立
病
院
に
二
三
名
の
見

習
看
護
婦
を
委
託
し
た
。
特
に
公
立
病
院
に
対
し
て
は
娘
た
ち
を
庇

護
監
督
す
る
目
的
で
、
神
戸
支
部
か
ら
年
配
の
婦
人
（
天
野
）
を
専

属
に
招
い
た
け
れ
ど
、
こ
れ
は
病
院
側
か
ら
歓
迎
さ
れ
ず
、
娘
た
ち

の
生
活
全
般
に
も
院
長
が
責
任
を
以
て
配
属
す
る
か
ら
と
、
修
道
院

の
手
配
は
中
止
さ
れ
た
。

京
都
に
看
護
婦
規
則
が
発
令
さ
れ
た
の
は
、
こ
れ
か
ら
約
一
○
年

後
（
明
．
三
六
）
の
こ
と
で
、
そ
れ
も
対
象
は
派
出
看
護
婦
で
あ
り
、

院
内
看
護
婦
の
資
格
は
問
わ
れ
な
い
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
う
し

た
試
桑
が
さ
れ
る
ま
で
は
院
内
看
護
婦
は
す
べ
て
未
訓
練
者
で
雑
役

婦
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。
同
志
社
病
院
は
例
外
で
あ
っ
た
が
、
京

都
看
病
婦
学
校
の
卒
業
生
は
母
校
の
病
院
以
外
で
ス
タ
ッ
フ
ナ
ー
ス

と
し
て
働
ら
く
者
は
い
な
か
っ
た
。
日
清
戦
争
を
控
え
た
一
八
九
三

（
明
．
二
六
）
年
、
日
赤
社
京
都
支
部
が
初
め
て
短
期
（
一
○
ヶ
月
）
の

委
託
養
成
に
着
手
し
た
く
ら
い
で
、
京
都
帝
大
付
属
医
院
看
護
婦
見

習
講
習
科
（
一
年
）
の
誕
生
も
数
年
後
の
一
八
九
九
（
明
．
三
二
）
年
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で
あ
る
。

京
都
医
会
で
は
日
清
戦
争
後
、
自
然
発
生
的
に
増
加
す
る
派
出
看

護
婦
に
対
し
て
府
へ
調
査
を
依
頼
し
た
り
、
看
護
婦
と
看
護
婦
会

に
対
し
て
七
項
目
の
注
意
を
要
請
し
て
い
る
。
因
象
に
一
八
九
五

（
明
．
二
八
）
年
京
都
市
内
に
は
玉
石
混
交
六
つ
の
養
成
所
が
あ
り
、

一
三
四
人
の
卒
業
生
と
八
一
人
の
在
籍
学
生
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

セ
ン
タ
ン
フ
ァ
ン
ス
か
ら
見
習
看
護
婦
に
選
抜
さ
れ
、
医
院
で
委

託
訓
練
を
う
け
た
女
子
は
一
○
年
余
の
間
に
五
○
人
を
こ
え
た
と
い

う
が
、
こ
の
中
か
ら
一
五
人
が
さ
ら
に
日
赤
の
養
成
訓
練
を
う
け
、

日
露
戦
争
に
は
日
赤
看
護
婦
と
し
て
応
召
し
、
ま
た
篤
志
看
護
婦

と
し
て
従
軍
し
た
も
の
が
二
三
人
い
る
。
ザ
ベ
リ
ン
は
一
九
○
四

（
明
・
三
七
）
年
八
月
心
臓
病
で
残
し
て
い
る
か
ら
こ
の
事
業
は
そ
の

後
発
展
す
る
こ
と
な
く
消
滅
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
セ
ン
タ
ン
フ

ァ
ン
ス
出
身
の
看
護
婦
の
何
人
か
は
目
立
た
な
い
存
在
で
は
あ
っ
た

が
、
派
出
看
護
婦
や
カ
ト
リ
ッ
ク
施
設
の
ナ
ー
ス
と
し
て
一
生
を
そ

近
代
看
護
発
祥
の
地
と
し
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
同
志
社
病
院
に

代
表
さ
れ
る
京
都
の
地
に
あ
っ
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
側
に
も
こ
う
し

た
地
味
な
看
護
婦
養
成
へ
の
試
み
が
あ
っ
た
こ
と
を
併
せ
て
多
く
の

が
、
派
出
看
護
婦
や
一

の
道
に
捧
げ
て
い
る
。

人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

（
看
護
史
研
究
会
）

「
文
献
」

側
幼
き
イ
エ
ズ
ス
修
道
会
京
都
支
部
創
立
記
及
び
そ
の
他
の
報
告
書

（
本
部
資
料
室
蔵
）

②
京
都
に
お
け
る
派
出
看
護
婦
Ⅱ
橋
本
や
よ
い
（
日
看
協
調
査
研
究
第

４
巻
）

⑧
ピ
リ
オ
ン
神
父
Ⅱ
池
田
敏
雄
（
中
央
出
版
社
）

④
幼
き
イ
エ
ズ
ス
修
道
会
と
看
護
活
動
Ⅱ
高
橋
政
子
（
看
護
教
育
一
九

八
一
年
六
月
号
）
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